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1. マルチ栽培と露地栽培の比較

長崎県では壱岐を中心に特産作物ニンニグが栽培され

ている。近年ニンニク栽培でも，畦全面を厚さ0.02mm，

巾1.8mの黒色ポリユチレフンイルムで被覆したマルチ

栽培が増加している。この栽培法は，冬の間の生育促進，

雑草の抑制，収量の増加と早期収穫などをねらいとして

いる。ニンニグは10月に植付け，翌年5月に収穫するが

生育期間が8か月とかなり長いので，施肥には一般に肥

効の長い緩効性窒素質肥料が使われている。

試験結果から見たマルチ栽培のメリットは，露地栽培

に比べ，生育の初期から茎葉の伸長がよく，地上部重が

最大になる時期が10日ほど早く 3 地下部の肥大も優って

いた。これは，マルチ栽培は露地栽培に比べ，栽培期間

の土壌水分の変動巾が小さく，土壌水分含量もやや高く

推移したためで，特に，地下部肥大期の 3月から 5月に

かけては， 2%から 3%高かった。

さらに，マルチによる地温の上昇は， 10月から翌年2

月にかけての冬の聞は， 1~30C露地よりも高く， 3月

から 5月にかけては 3~4 oc高く推移した。このように
マルチにより，土壌水分や地温が，ニンニグの生育にと

ってかなりし、し、条件になってくることが，明らかであっ

た。

土壌中の無機態窒素は，冬から早春にかけて(12月か

ら翌年3月まで〉マルチ栽培が，露地栽培より高く推移

しており，施肥した窒素の流亡や損失が少なく，この期

間の窒素の供給能が，優っていることがうかがわれた。

以上の諸要因が影響して，収穫時のニンニグの総球重

は，マルチにより増加したが，裂球は露地栽培で，やや

多くなる傾向がみられた。

ニンニクは鱗片を種子として植付け，これが生長肥大

して，鱗片 7'"'-'8個を含む球根になる。したがって球収

量は，植付け株数と球根重によってきまってくる。植付

け株数は，栽植密度が畦巾 80~120 cmの4条値で株間 9

~10cmであるから， 10 a当り約33，000株前後となる。球

根 1個の平均重を約50gとすれば，球収量は10a当り1.6

トンとなるが3 普通，欠株率が 1割程度だから， 10 a当

り約1.5トンとなる。

図-1 球の大きさ別分布
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しかし，ニンニクは球根の肥大が急速に進むと裂球に

なり易く，裂球は全く商品価値がない。また，球径が 5

cm以上の球根は 1級品として値が高い。したがって，

球径が 5cm以上の 1級品の割合を多くし，裂球を少なく
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部の肥大が悪く，小球が多かった。なお，茎葉およ 2l 11 10匂区

び地下部の窒素含有率は，低く推移した。 3，CDU1tJJX:両区
4 I 11 10A)'医

するのがニンニグ栽培の目標となる。マルチ栽培と露地

栽培の球収量の大きさ別分布を，図-1に示した。

昭和51年と52年の結果であるが，両年ともマルチによ

り，球径4~ 5cmのM級と 5~ 6cmのL級が増加し，か

つ，品質がそろってくる。また，裂球もやや少なくなっ

ている。これは，前述のように，施肥窒素の吸収効率が

よく，土壌水分条件が安定し，地温が高いことなどが原

因であろう。しかし，球が2L級以上となると，裂球が

著しく多くなってくる。したがって，マルチ栽培におけ

る施肥では，球根の肥大と裂球化の抑制というj、目反した

現象を，どうコントロールするかが重要な課題となる。

2. 施肥窒素の裂球に及ぼす影響

マルチ栽培における球根の肥大に及ぼす，肥料3要素

施用量 (kg/10a)

N P K 

14 

土上 12
供試品種壱州早生

試験区面積 1区3m2 3連制

うね巾1.2m，株間10cm，4条植15 15 15 
硫安過石硫加

りん酸，加里は，窒素より欠除の影響は小さかっ

たが，窒素の施用で裂球が増加した。また，球根中

の窒素含有率が高まると裂球が増加する傾向がみら J{o 

れた。この点から，ニンニグのマルチ栽培で、は，窒

素の施肥が重要なポイントになると考えられる。す

なわち球根肥大期の地下郎の窒素含有率を適度に保

つことが，球の肥大を助長し，かつ，裂球化防止に

つながると思われる。

3. CDU化成の肥効

マノレチ栽培における単肥配合と，緩効性窒素質肥料C

と 科 昭相J54年8月1日学

やや多く，裂球は少ない傾向であった。茎葉および地下

部の窒素含有率は， CDU化成が単肥配合より，生育の

初期から中期は高く推移したが，球の肥大期には茎葉で

は差がなくなり，地下部では低くなった。

この原因としては，土壌中の無機態窒素が， CDU化

成では単肥配合より低く推移し，特に，施肥直後および

球肥大期に低かったことがあげられる。すなわちマノレチ

下では，窒素の流亡損失は少なし単肥の施用でも，土

壌中の窒素濃度は高く維持され，かつ，土壌水分や地温

が高いため，窒素の利用効率は極めて高くなる。

このことが，球肥大期の窒素吸収を促進し，裂球化の

要因となるようである。 CDU化成施用では，球肥大期

の土壌中の窒素濃度の増大がみられず，これが裂球の少

ないという好結果をもたらしたものと思われる。

このようにCDU{t.)戎t土，ニンニグのマ

ルチ栽培はおいては，収量・品質に肥効が

裂球 みられたが，どの程度の施肥量が適当だろ
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うか。ニンニグの露地栽培における長崎県

の施肥基準は，窒素， りん酸，加里それぞ

8 れ10a当り 15kgで、あるが，マルチ栽培で、は

表-3 緩効性窒素質肥料の施肥量の検討

試験区の構成

分 施用肥料

硫安、過石、硫力11

CDU -S -555(15-15-15) 

収

区 名
上もの球

茎葉重収 量 比 くず裂J:j(

1 I単肥配合15k9区 139 142 100 5 60 

2 I 11 10勾区 126 139 98 5 63 

3 I CDU化成15A9区 152 145 102 5 53 

4 11 10め区 155 147 104 4 60 

もっと減らしてもいいのではなかろうか。表-3に単肥

配合と， CDU化成施用で減肥した場合の影響を示し

た。上もの球収量は， CDU化成が単肥配合より 2~4

%多く，裂球はCDU化成が単肥配合よりやや少なかっ

DU化成との肥効を比較したのが表-2である。 た。更に， CDU化成では，施肥量を10a当り各成分10

'CDU化成の施用は，単肥配合に比べて上もの球重は kgに減肥しでも，上もの球収量は15kg施用した場合と差

表-2 緩効性窒素質肥料と単肥配合の比較 がなかった。

収量 (a当り) 以上の結果から，目標上もの球収量を10a当り1.4~ 

1.5トンとした場合， 窒素， りん酸，加里それぞれ10a 

当り 10kまの成分量を， CDU化成で全量元肥施肥すれば

充分であると思われる。

茎葉重 上物球量 上物球 裂球
/'9 "9 よじ イ国 f周

149 118 100 2，200 840 

152 126 107 2，220 540 

施用量 (kg/12a) 単肥配合硫安，過石，硫加
N P K CDU化成 CDU-S555 

15 15 15 (15-15-15) 


